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オオアカズヒ ラタハパテ Ceρha!cia isshil1ii Takeuchi は←色 (1918) が北海道大雪山箆で採集した

雌を Holotype として竹内(1S'3の が記載発表したもので弘ろ。 17) その後約20年間は発生の言E録は会

く見あたらないが， 19-38年以冷北海道南黙のオウシユウトウヒ Picea excelsia Link. を主林木とする欽遥防

雪林に集団発生し大惨出をあたえている。この被告はまた於 i\'.'，せず，その防院には多大rT:努力がはらわれ

て L 、る。本語は従来エゾマソ Picea jezoensis Carr 天然生林に怯息する比較的個件数乃少ない種類であ

ったものが， 1913--18年に防~~木造成のため北ウシユウトウヒヵ、1ムiT~韻にわたり槌桜されるにお上んで，

ここに栄養肉子の好'1民をまねき，これに集団発生ずるに至ったものと推察される。 以 k北海道におけーる被

告についてはすでに |付 回・ 阿川原， 1'1 lfrJによって調査され，その結ぶについて発表されてL 、る 14)2 1 ) 。

1947年省主主計等が調査にあたった前宿営林署小根山林業試験地(主主時i宮崎営料、署〉のオウシユウ トウヒ の被

需については ， 7llj国ボ氏によれば，相当市くから本害虫の発少が}よられた刀、， 1934年前後に急E互に斡皮が

高まり林分担〉 部?こ著しい食円ヵ:認められるに至ったので，架IJJの41、取， ft;JJ虫のfI応答し等によって防除し

たとのことであ若。また， 今戸iの被告は1945年ごろから1t'!著となった山で，筆者等注目47年か らこの調資

をはじめた。本調査は今なお継続中であるか・訳査結果の一部をここに取り組めた。なお骨 調査初~"'Jjの協

力者美接地によってその概嬰が発表されll)，さ らに年者等は研究の車Yj!互につ L 、てすでに報会r した15) 。

本稿を草するにあたり研究 こたえず援助を寄せられた飲何回水防士，林業試験場今回保護部長， 蕊型子科

長，図作製に御j又ゴ」下さった保護音ß中川技官および昆虫研究室各f\.':_，さらに高崎営林署，前1~~営林署， ~司

被川担当区，小根山林業試験地の3J~地の諸氏に対し荻謝のJ.J:を表する。

分類学上の位置

Orcler Hymenoptera 

Suborder Symρhyta 

Superfamily Megalodontoidae 

Family PamPhyliidae 

Genus Cephalcia Panzer 

Species isshikii Takeuchi 

(1) 保護部昆虫科昆虫研究ヰミH ，I!;;(大学助数授 (2) 熊ド車場 í~~革研筑字長 (3) 促進部昆虫科昆虫i丹 足室良
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分布

北海道，本州、I (群馬，長野〉。

ヌド純は従来北海道以外の地で採集された記録は皆無て、あり，小根山においても長期間その発生がしられ

ていたにもかかわらず，if，ï名については牧討されなカ‘った。 1S'47年にいたって，はじめて筆者等の同定に

よって木稀なることが確認された。本関が当地のオウシユウトウヒn\tH地に侵入するにし、たった経路につ

いては明らかでないが，造林当時， w木は東京都目黒区下H総所在の林業試験場構内で養成したもので，

これらに付着して運ばれたことも考えられなL 、。したがって， ~~者等は本稀がトウヒ ~iの分布す~.地方に

広く版，巴し，それらが当地の)色林水に移百リj したもので，今後トウヒ 1、れこおL 、て発凡される公算は大きL 、と

考えてきた。

たまたま， _r.高地(長lH) に採集を試みた際， 合羽橋付近で 1 聞の附t合tf1tできたJ 反地にはトウヒ

Picea jezoensis var. hondoensis TIehder と Abies sp. の SlV'奇林があり，おそらく同村、内に多努版息し

ているものとおもわれる。

カロ 室国三 樹 種

Picea excelsa Link. オウシユウトウ 1二

P. ll�"aximowiczii Regel ヒメノごラーモミ

P. Morinda Link. モリンダトウ 1

P. 押igra Link. ユグ.ラトりヒ

P. 戸o/ita Carr. ハリモミ

芽主

1.成虫 (Adl1 lt)

附t (Female); 体長15mm.o 開張27mm，

IíJi苦!\は赤樫官" 1l~は黒色で比較的関平ts:件出ß-{(有する。

問者1\ (上Iead) ;原告ßは杭{立の凶子(J形会なし前後ブjへ多小狭まる。長さは1，1~長の1/7，師は間部よ 1)(位か

に広い。全国に点主ljおよび何色毛をf!?びろ υ j)t[ m (Vertex) はほぼ年目でj)j';J('問 (Vertical fmrow) は

明|僚， l'ifl桁 (Clypel1s) は I-~I火部膨降するが龍'白状をなさなし、。粕点主Ijがやや続 lllJ的に閉列する。 夜、桁上

触PfJ聞の貯'jÆgは四角形， l~þI決符 (Middle fovea) は縦に長い楕円形タ Lateral fov己a および Supraclypeal

fovea はともに顕著である。単目玉盤 (Oceller basin) は僅かに隆起し泉佐。触角(1-hte九回〉は頭指の

後部に(立し，革賀状で 25 節，長さは体長の約 2/3 ， 光沢ある黒色‘全面に黒色微細毛を帯びる。約節

(Scape) は最も太く長さはiíf~3 節より短く.第 4 ・ 5 節を加えた長さにやや等しい。触角の茎苦手にある触

fI~霞 (Antennal fovea) は著しく|焔入ずる。犬l偲 (Mandible) は良〈発達し扇平，長さは2. 3-2. 6mm , 

則的を有する。&一部は賞制色，間f者お土びこれより先端に至る内jî['!"ii建吉村ぷ色， if~，':f黒色，主主部およびこ

ホ Al1 g.， 4. 1951 

さらにその後 (Al1g. ， 13.1954) 旧経)i:沢(長野)においてオヴシユウトウヒに加害中の幼虫を多数採集した。
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れより外国巾玖苦~主で持J色微三f:を装う。下)1，\\] (Maxilla)，で、はilql!郊 (Cardo)タ 1政:佼郊 (Stipes)，下jl応援

(Maxillary palpus)タ外葉 (Galea) が黒色でキチνイむし，褐色ないし告住友褐色毛を裕びる。それらの

うち蝶鮫節上のそれは長犬。 I勾葉 (Lacinia) は膜質，下限者は 6 節。下馬 (Labium) には下院基 iT(î

(Submentum) , -rご区翠節 (Mentum)，中古 (Ligula)，下信沼 (Labial palpus) が認められ， 1'1:; 1"号を

除くほかは黒色でJX~飼剛毛を粗生する。下民謡は 4 節から tJ: 1) ，その上に生ずる毛は密である。

胸部 (Thorax) ;胸部は3節からなり，光沢あるキテ:/1'[で‘全面に点刻を粗布し，それより黒色徴毛を生

ずる。前胸 (Prothora玄〉は問く大部分は政部と中胸の聞に隠れ背面からは伎かに帯状のtJri {茨 (Notum)

が見られるのみ。附阪(Sternum) は楯状・セの後端から 1 対のn!j肢が生ずる。中胸 (Mesothorax) は体

節4最大，それぞれ 1 対の前麹，中肢が生ずる。稲板前葉 (Anterior lobes of scutum) は倒(二等

辺〉三角形，探L 前により区剖され，さらに中央を前後に走る濡により二分される。ぜl板似1) 葉 (Lateral

lobes of scutum) はプぐ形乃叡で[，!;j側で I降但し，この両侭lJiこ前麹の瓦状板 (Tegula) がある。桶板似|ト葉後

方にこれに前半がf止まれて小川板があり， 多小黄色を1ì-}。、五角形を呈する。 前似1I板 (Episternum) は

U 字形でその下 1I!11に三角形乃駒板 (Sternum) があり， 中央を縦に走る7日ーにより二分される。後!向

(Metathorax-)は I l'flflùの後方にあって腹部ðfì1 節と訟援に連繋する。 Cenchrus は小楯絞 (Scute Ilum) の

前伝I:t;去に許し黄金色をfffびぞ。 j，lij側に瓦状板が認められる。後楯版 (Postnotum) はけJ狭く棋長のi]、板で

多小梅色を常びる。がT1QIj;jj反 (Fpisternum) は中胸のそれに比較して狭小p その後方に後肢の茎節 (Cox日〕

がある。!仰 (Leg) は 3 対p 光沢ある黒色キチシ質て':f-Þl 色毛を帯び，ょく発注し歩行にj必ずる。各肢は基

釘î (Coxa)，伝OOi('fmchanter)，腿節 (Pemur)， 1毘節 (Tibia) ， R付節 (Tarsus) からなり p 転 Wí は第

1 • tí~ 2 伝節(lst. 2nd. 

trochanter) の 2 小fめから

なる。 11判官]は各節 II~最長で

距 (Spur) を有する。その

数は前肢では先端に 2

ヌドタ中後11主では 11:1 央に 1

7ドp 先制に 2 本， í， lij:'{'íの市

間に 2 木で計 5 本ら前肢ろ

距の内~ll)の 1 :4ドは先端会二

分する。 lfJIけ陪褐色で先端

は淡黄色を呈する" Rij節は

5 frPからなり，拘 1 節は最

大， 1恒診、短小となるがJ fif~ 

5 節じ第 1 îm とやや同長，

tf)5 節先端には 1 対のJ\\

(C. aw) 主将照 (Pulvi Ilus)

が存 L， J\\の内10.1 1に 11トrkl

なそなえる。処 (Wing)い

St 

ÕJ二

Fig.1 麹脈および脈室(友趨〕

Left wings. 

A: anal cell. B: brachial cell. C: cubital cell. Ct: costal cell. D: discoidal 

cell. M: median cell. P: pcsterio:r c巴1 1. R: radial ce!1. S: submedian cell. 

a : analis. ac: anal cToss-vein. ax: axiIlus. b: b:rachil's. ba : hasalis. c: costa 

cτ: cub:tal cross-vein. cs: costal cross.vein. CU: cubitus. f: fr己主lal hook. 

ic : inter costal vein. m: medius. n: nervulus. r: rac1ills. rc : radial 

cross-vein. ru: recurrent ve:n, sc: subcosta. st: stigma 
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A B C 

Fig. 2 n1;~ 
Legs. 

A: ﾍOl-e-leg. B: micl-leg. C: hi'ld-leg・ cl: claw. 
co: coxa. f: femura. sp: spur. ta: tarst1s. ti : 
tibia. tr: 1st, 2nd trochanter. 

灰色半透明でやや阪色を?jfびる。初!!I~(Vein)

は 1~].Ul色.縁絞 (Sti.sma). ïì紳士nl~ (Costa)タ

およびillIJìíI縁HIK (Subcosta) はさらに濃色。

Intercostal vein は分岐し1-.分岐は前縁:!U正

に，下分岐は聞く直前縁脈にやや直角に交る。

上!時!派 (Bracial cross vein) は全くこれを

欠く。1.まI!fl( (Discoidal vein) はH'.I'1l限 (Cubi司

tus) と直前縁日照との接触点から陀かに隊れ

てIH 脈から起る。前泡j各室に栴色官官毛を1・日生

するが後麹にはこれを欠〈。主主題ïìíI緑に釣列

(�'¥'enal hoコk) を有し前週後縁の抱鈎

(Pr巴nal fold) と逆繋しうる。

服部 (Abdome的; 腹部ぼやや科;色を叩びたH\色，金!íf:，光沢を有し hlH正である。

1TÎÌlÌ-錦 1 節は後二IJに聞く主主法包f芋f しI)~~'i"主を鋲 11\する O 釘'~; 2 tm~土 1: ゲえをïìíI1i':に走毛主主泌を右し，脱í't

をもって連なり，その幅ば狭く後方でやや広まる。体問はちí~ 4 百Iiが ili:犬。各Wi後縁の ffj色ViZ毛~Jtg2 ，_ Zf~ 

5 百íi つつ'11不明瞭であるがーそれより後方の 1mにおし、て顕著となる。特?こ尼 ífíj (Am! s(ò.;;me'lt) の後縁上

のそれは長大でのるつ符生する。尼tûillT;jß!I!にお)色依存!日毛を市ひγこ 1 対の小突起すなわち毘毛 (Cerci) をそ

たえる。

阪商一一点刻を別lffj し;科.j f~微毛を千ii:びるが，後方の各í'W後誌の毛はiミプミて、宇野生する o 1).'¥ 7 Wi は矢筈状に

lJl ;J.と苦j\\1えぐられ， ]1可fQlJの突111は著しくその縁端:こ県色長モを生ずる。 j花pr~竹将ì (Seath of ovipositor� 

は灼IJ 、で Epipygillm の後緑に泣するのな，絹色知毛を装う。各1m I ，I~{I!IJにそれぞれ 1 {lí，J ある気「可 (Spi­

racl巴〉はß1J聞におL 、て認められ，樗!fJl診のキチン燃にて紋どられる。

雄 (Male); ti: ;[:ミ 13mm 開~ 23mm 

対日は雌に比し小形タ色彩H'，~にするほカ外部形態に!dJ1著なJとはな L 、。

Wi部はI河野í (Frons)，控(j (Gena) の大古~\jあおよび顕;j:li'i 土f丹羽 tll色， f山はすべて黒色ァ全国に点刻iJ:'

装いi英樹ないしfll持;色の微毛左右す。触f{jの形状は雌に同じ，全体~1N~1黄色， ilJf耗;色のfJ毛を生ずる。大

n目。長さは約 2mmで mIK~!'1色。日l] i+H; よびこれより光:土科J色. )主)~11 より l]i火)';1\に力、げて外fll1Jにf~l色i没毛

をそなえている。ノ]、加では小限援司外'N~， I付 m~の苦\\j子，下!βで、は下!長薮・ I+: '!f;-が;!?長特j色。 胸部および姐

の色彩Wi，è色は雌に同じ。 IJI;P，土本節，伝1iíi およびIr忍1mの本部 u百の一部が史、色を出しft~は平行誌はI'{色。腹部l士

銀色であるが~~~8 節および毘節 (Anal segment) および各部の jiJ;i側辺禄理1\はfi?拐責任。

2. 卵 (Egg)

卯は帯黄緑色，平滑で光沢を有する。長さは 2.2mm. 幅は O.8mm ， lr:央部はくびれ俵状をなす。 a~fイ['，

間際にはいくぶん長さお上び幅を増し乳白色となる。

3. 幼虫 (Larva)

主JJ虫涼帯黄緑色，頭部および胴部末端r-fI'iはH~g~， ßIIT苦1\ 各11rーにはそれぞれ 1 対の気門 (Spiracle) を有す

るが.第 2 節お土び腹部第 9 ・ 10買li にはこれを欠く(駒詳第 1 節の気門は Mcsothoracic spiracl日で
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Mesocoria が第 1 節に移行したもの〉。気門

紋 (Spiracular line)ーとにそれぞれ 2 個，気門

下級(Subspiracl1 lar line)およひ主総(Basal

line) にそれぞれ 1-3個の黒斑を有する。

各百fiはそれぞれ 1-4個の小環 (Allnulet)

から成る。 3対の胸脚 (Thoracic leg) を有

し tl1;)脚 (Abdominal leg) を欠くが，腹部tr;

8 îWにM5i脚紋似の肉質突起をそなえる。

町、部 (Head) ; 1頭部t土光沢ある果、色キチ ν

1'[，平沼で淡f!';依毛を粗生する。府、化直後t土

手Lr'c!色， 3C~50分後に掲色を経て黒色に変わ

る。 liSl頂椛 (Vertical furrow):土浅むかつ

照い。 Epicranial stem も分岐点付近では

やや切JIre、であるが，後方では不明瞭となる。

澈棈iJ'i (Frons) は初期で幅は長さにやや等し

く，その中央部左右に 2 対の凹焔があり上方

のものが大きし、o lií!仰は悌J~，幅は長さの約

Tnp 

Fig.3 幼虫の原音H前回〉

Head of larva , Frcntal aspect. 
a: antenna. as: antennaly sclerites. c: clypeus. 

ep: epicranal plate. f : front. 1: labrum. mp: 

maxillary palpus. oc: oceIlus. 

2 {t',', ï有縁は黄初旬。 Antacoria は淡黄緑色で殴 n.. 触角は 7 節，第 1 節は開く太い。節 2 節はお長，

銃汚 3 節および第 5 節はやや同長，切 1~3 節 l土陪栂， ~H 節以下はtI~裕色。触角の下方に 1 佃の単眼

(Ocellus) があり， 111'1'初色を呈する O 上院は半r.g形，かすかに内部に時!ll1 し，さらにl首都I!ï央を縦に走る

抑圧部があって，上国力、ら見ると浅いうそ令状をなす。左右i苅縁辺および前縁にiZE褐ないし褐色の似毛およ

び中央を械に )fi.ぶ 1 列の長モがある。大胞は黒色.強くキチ ν化する。ノ]、H!!.\{去は 4 1'払下訴努は 3 節から

なる。

胴部 (Body) ;胴部は 3 個の胸環節および

1C佃の|仮燦節からなり，節 1 附環節背面に娘

色の磁波板 (Shield) を手f し・側面にやや大

引のキチν~黒斑および 1 対の気門が認めら

れる。M1;!fi'îiには 1 対の附脚を有し脚は5節から

なる。第2~3胸fZI岱Jは 4 偲の小環(Ann111et)

からなり，節 1 小熊に不規則な十数個の探

bif , fil; 2 ・ 3 小環に 1 列に並ぶ 9-10恒の黒

斑，腹回にそれぞれ 1 対の胸脚をそなえる。

第 3 節上の気門は小形。第 1~9a夏燥節の江:

1-3 小環には多数の黒斑があり， 凬�& 2 IJ 、環

に 1 対の気門を有する。未加の背面向側に 1

対のった形黒~tがありーさらに紅門戸j縁ならび

Fig.4 幼虫の口出(腹面〉

乱ぞouth part cﾎ Larva, Ventral asp巴ct
ca: cardc. gl: galea. hx: hypopharynx. 1 : lacinia 

Ip: lab'al palpus. m: mentum. mp: max!llaη 

palpus. mx: maxilla. s: sericos. sm: sudmentum. 
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炉~C

にlllJ聞はキチν史で出色を豆す。背面末端近く 1 fili] 

の小ヂ起 Sl1ranal process ならびにI両側面に 1 例

ずつ Sllbanal appendage が認められァ後者は3節

からなる。なお，幼虫の各 tlitの vJ:阿Ij fi~ 1 表のごと

くである。数{山主各自主1C町!の算術平均である。

Table 1. 各齢虫のE貯F

恥1easurement of breadth 

of h巴ad at th巴 larV81 st日 ge.

M 日訂r Mean (mr川I

工 1 0.9芦

]( 1.09 

m 1.13 

1v 1.81 

Fig. 5 幼虫の触角・ l陶脚およびSu bnnal_appendage 
C亡工之官 'A : antenna of larva. B: thoracicleg・ 1

V 2.C.1 

Vl 3.20 

τて±;:二 C : subanal appendage.i' co~: coxa. 人命ムミー
と芝:;;; f : femur. ti : tibia. tr : trochm巾r. .~て己

ta: tarsus. 

Fig.6 ll!iliの腹部末端〔胞団〕
Ventral aspect of calldal al~dolTl inal 

s巴gments of pl1p江. A: fell121e. B: 

mal巴.

1.成虫

4. 踊 (Pupn)

干~l山目 (Free Pupa) ; 1*t"~'土併板。極限は黒

任。日を絞るにしたがって頭部け談樫色，腹

開\1j:VJi.緑色を市ひら大ßm.' 脚の附îfH等は移j犯

を呈するようになる。手]化直前には成虫と 1 ，司

絞の色彩をf!?びる。雌は雌によヒしややノl 、ì(む

また，生M?誌の1IIi:iflから容JJ.ーに lヌ別できる。

生
.......1-": 

思

地中で羽化した成虫は 6 月 5 ~15 !îの間で好適な気象条例aの円タすなわち雨天に続く防天の!î 3~4 日

間を選んで地夫にD5W\l 終える。脱11\時刻t土午前 S 時~午後 3 時の 6 1l'~fi\]で，その前後の脱H:\数は極端に

減少するO ちなみに，この待問における林内の気温'j15-16'C ， l't 11下10cmの ìrlti反は13'~14 0ιの範囲にあっ

たυ 脱出した成虫は一度下京上にとまり緩慢に飛朔して上井する。 11:壌の足場となる下1;[7佐木~!与がなL 、場

合には協幹を追い主主る{凶休がきわめて多L 、。維の活動は雌に比較して活溌で?太陽の光献が充分射入する

樹槍[笥をさかんに飛調し，針葉上t.こ雌を求めて交尾する。まれに下草の上で‘直ちに交尾行動に移る個体も

見受けられる。成虫の活動時刻;土午前9時~午後 3 時で，午後 3 時以後は来、羽活動も徐々にやみ.午後 5

時ごろにはことごとく下草，あるいは針葉に静止して翌朝に至る。曇天の日あるいは雨天後1;{;内:三水;也の

多い時には不活溌で，大部分は下立や針葉 Lに静止しと飛;河しない。成虫は葉との露あるいはアワアキム

シの泡状物を摂取する以外他に餌を求める様子はなし、。

雌は脱出 2~4 日後に産卯をはじめ 6 月 5~2C日の間には六部分が産卵を終えるυ 産1m数は30-601泣の

範囲で40-45粒の場合が多L 、。産卵を終えたIliti土常にï&PD箇所にとどまり卯の保護にあたる。/jl~虫の寿命
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は10九:いし10数日で維の場合は雌より矩く 10目前後であり P 雌は20日前後生きる個体もある。しかしなが

ら，雌も卯が郎、化するころまでにはことごとく死し， Isar ia 菌の繁錯した鎗死体を林内の随所に見受け

るようになる。

成虫の凶:比

内問・阿川原21) は北海道に発生した木種の性比について『確定はなし、が，一見すると雌の万戸:多いよ

うにおもえる』と述べ，仲野 14) はその生活史の現に『特筆すべきは成虫の桜息数より推して， 維は雌の

一割をいでぬごとくで，大部分は雌である』と， \，、ずれも雌虫が雄虫に比し多いことを報じてL 、る 。

後述のごとく，筆者らは1949年ライム遮断法によって脱出時の成虫を捕獲調査した結果， ~~I雄やや同数

の個体を得た。しかし，本種は単性生殖 CParthenogenesiめをなすので，単性生殖と次代の性上じさら

に桜息密度の消長との関係は今後に残された興味ある問題である。

単性生殖

土宮内て、羽化した雌虫を脱出前に掘り採り，隔離飼育したものと，交尾を終えた雌虫とについて産卵数，

~t化率等を比較した結果， l'崎者の聞に差は認められなかった。前述のご主く lìi性的に生じたがJ虫は，受精卵

から陣容化したがJ虫よ り 1 齢少なく 5 齢で潜土する〈第 2 表〉。なお，単性虫の性については調査を欠 く。

2. Jj日

産卵箇所としてはもっぱら年内に伸長した針葉が選ばれる。多くの場合は， 1 本の当年生校に産み終え

るが， 2~3 本の校に分散して産卵することもある。また， 1 本の針葉に 1 卵ずつ産付するのが普通であ

るが，時に 2~3 コ卵の産下が認められる。卵は 6 月 5~25 日 の期間にわたって観察で‘きる。卵期聞は10

円前後で 6 月下旬には大部分勝化するが，本調査の結栄では， 産 |マ卵の約20%が般化するにいたらず卵内

で銘死した。すなわち， w昨化率はがJ80% ということになる。

3. 幼虫

加害j羽は 6 刀下旬ないし 7 月下旬の 1 カ月にわたり，特に 7 月1O~20日の期間には幼虫の発育も進み食

葉量も多L 、。附化した幼虫は互いにI止糸をもって針葉や小枝に蜘tlSlミmょうの巣房を共営して内部に若手楼す

る。食葉の際の行動については内田・ i河川原 21)，仲野\.1) が詳述しているので，ここではその概要を記

述するにとどめる。

食葉箇所は前年に生じた針葉， すなわち旧葉で ， 年内に伸長した針葉を食害しなし、。 摂食の際は吐糸に

瓶を支えながら附近の針葉を 1 本ずつ恰iみ切って栄房下1 1に運びその中で食う。成長するにつれて巣房内に

脱皮殻を残しつつ.集団は:it草宜附近の校に診り，仙の群と合してさらに大きな巣房を作ることが多い。 7

月下句なし、し 8 J-J初旬に，老熟幼虫は梨とから転落して直ちに表土中に潜入する。この場合吐糸によって

下降することはなし、。務下幼虫には 5 齢. 6 齢の両者が観察できるが，このことは単性生殖と深い関係に

ある。脱皮[fI\数および齢期間を第 2 表に示す。表に見るごとら受精卵から瞬化した幼虫は 6 齢，末受粘

卵の場合は 5 齢で‘落下潜土している。潜土した幼虫は 8mmx17mm 大の士宮を造営し， その中で越冬し

て翌年の嫡化期に至る。土中における幼虫の位置は，樹冠の投影より 内~1i1，地下 1O~20 cm の箇所に多く，

一度土霞を形成した幼虫は診動することがなし、。調主林分における表土は浅く 25-30cm で容易に火山1幾

層に注するが， 幼虫はその肝内に潜入するものはない。
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Table 2. m~ 1え 11 1]数と出iì

Molting number and period of each instar. 

T、otal
Instar [ H  JI[ lV V ¥l (Day) 

山r此川凶叫ti山山i口山l日凶i

h耐Ferti此川t口ilizecl egg ,1.7 3.3 3. ,1 3.6 4.0 6.8 1 25.8 

4. 踊

土I~'で、越冬したえJJ虫は翌年 4 月下旬なL 、し 5 月上旬の明間に士宮内で'~iiIi化しァついで 6 月上11)に羽化す

る。 tl@期間は15f1 i)íJ後。 1947年 8 月.幼虫の落下期に表土，;.;に潜入した健全幼虫を掘り採って， H内に設

ll"cL iこ本什[Jjに 50îlJ1ずつ放ち，翌年 5 [Jの 1:iñ~止に調査した結月2. 放虫数の州化率は 4~16%で、あった。

Table 3. 老熱幼虫を二!二lドに放った場合の町J化率

Percentage pupation of full-grown larvae releas巴d into soil. 

ヘ Depth from I 11 
¥ G110l  

, Stage~ 
" I 1 日Plot NO. ",,! 

PlI凹 I 2 

Larva 1 

16 

20 

PlIpa I 2 
I[ .-~"-

Larva [ 1 

I Pupa I 1 4 
]1[ --, 

[ Larva [ 2 

21 26 

2う 30 

4 

Total 

Percentage 

of 

pupation 

1 6 

3 

All larvae in the above table diecl by the parasitism of Isaria spp. 

Date releasecl Au日.1947_

Date examined May 1948. 

Number of larvae released in each plot are 50. 

5. 経過表

Depth of soil 

(cm) 

2 5 

1 8 

20 

以上述べた各齢虫の 11'，)3:1期間から経過夫を作ると節 7 図のとおりで，切らかに年 ， 111:代を完結する。ち

なみに北市遣における経過については， jJj [1J • i'4川原21) によれば年11rl]の発生で， ~答土期間が本州、|におけ

る場合より 1 カ年多くなっている。

6. 天敵

Bacillus sotto Ishiwata * I. moriokσensis Aoki '" 

Isaria asamaensis Aold '" Tachinidae spp. 

以上 4 極のうち， Bacillus sotto Ishiwata の街全率がおも高L 、。 Isaria asmnaensis は林試昆虫研究

室小山技官の調査により新積であることが確定し， Isaria oneyamaensis と仮称 1) されていたものと

Synoilym である九既述したように，老熟幼虫は 7 月下旬カ 3 ら落下しはじめ，落下後直ちに土中に潜入す

るが，この際潜入できず地とで舘死する j~\] 体ーがきわめて多L 、。これは主として B. ωtto の寄生をうけ軟

キ林試昆虫研究室小山技官の同定による
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月刊onlh 一-lV V VI VII VJ[ JX:-

Il";.虫
Adull 弓司イヒ期 間 ........_ 

Entergence period 

土中よ 1) 飛出訪問期 .... ・h
pd ertth叫e d Erofulynid ng c叫

産卵耳目聞 A‘』
OV1POSIl 1 o凡 Pt'nod

活亜n 期間 4・・・園圃・』

事3 ロenod of act1v1ty 

E邸
日日 矧 間 .-

幼虫 Egg pe門od.

d・h同'va 馳イヒ 耳目 閉
Hatdl1t\g 問riod

食業期 間 -・園田・.

Lea t eali ng penod 

J:t1!よへ落下時的I!íi ........ 
Droppî札8 pe!iod 

f賢主中日幼虫附
Hlbernatlr1g . penod. 
U<1der the grOlLnd 』園田園圃圃・

E荷
Pupa 噺

イヒ 矧 4盟副h
Pupation oeriod./ 

鍋 耳目 開

l 二LPupal 酔riod

F i g . 7 生 活三:

Seasonal history of the spruce sawfly. 

化病に憾ったものでんる。この'奇生率について1948年および1952年に調査した結裂を第 4 表に示す。 観察

によると，地上で始9E した個体は黒娼色に際関して著しい腐綾臭を的びp 地中で姥死した個体はし、ずれも

休が軟化するだけで仏色の変化l土少なかった。しかしy これらの個体も ， やがて黒褐色に際慨し軟化病個

有の病徴を呈するとおもわれる。このように B. sotto の寄生率が高いことから推して， その年の寄生率

はその翌年の棲息数に~しし、拶紳を及ぼすものとおもわれるが，これらの民係につL 、ては数年前から引続

き調査中であるので後円報告できるとおもう。 7àchinidae に属するお金蝿は 3 種採集されてレるが， そ

れらの詳細については 1=1 下調査中である。

'1'able 4. 幼虫の務下時期における天起の寄生率

Perc巴ntage parasitism by natura l 巴nemies in th巴 c1esc己nc1ing perioc1 of the larva.(lm") 

Stanc1 rr Date 巴xam ine c1 July 27th 1948 

Sounc1 larvae B. sotto Isaria 
1 Numb巴r of th巴 I Total numbe-r Tachinidae 1 • .:~.HV~ ' v. ...~ .1 
Iplots experimentedL of the lar哩土一

n
 

回
-
m
伺

M

M

M

 

53.7 

22. 8 

,1 3. 1 

74.'12.4 

42.1 1.3 

5 .1. 1 1 • 8 

0.4 

0.0 

O. 1 

3 502 

Stand I Da七巴 examlll巴d July 30th 1952 

Sound larvae B. sotto Isaria Tachinid日巴 \ o l~ 叫e r Of t h e | T 0ω伽州ta凶al nu山11山1
pμ1 0ωts exp巴riment巴d l 0ぱf t白h巴 larvae

ラ I 6 3 3 

67.3 64.7 

25.8 32.1 

46. 1 47. 1 

21. 3 

0.6 

8. 5 

8.9 

0.0 

1.9 
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Stand 11 Date examinecl July 30th 1952 

I Sound larvae B. sotto Isari，α Ta仰

動1ax. I 1 00.0 

R江in. 8 9. 9 

Mean I 9.1. 9 

1 O. り 1. 5 

0.0 0.0 

4.6 O. 3 

0.0 

り .υ

0.0 

5 744 

Stancl ]1[ Date examined July 30th 1952 

「一…… B. sotto 云arw 一万戸inidae IpぷIlZ426dl JjoiUZ主主
90.8 64. 1 2.8 0.0 

孔1in. 35.9 9.2 0.0 0.0 5 468 

Mean 69.5 2 9. 7 0.8 0.0 

Stand lV Date examined July 30th ]952 

I Number of the Total number Sound larvae B. sotto Isαria Tacl� nidae 1 _~~~l Jl ll_) C;.L V J. ~.l~~ _ _, I 
1 plots experimented I of the larvae 

97.9 4.1 1.2 0.0 

95.1 1.2 O.(J 0.0 3 527 

97.5 2.5 (J.り 0.0

Z

L

m

 

a
-
u
e
 

M

M

M

 

被害林分の概要と被害の経過

本試験地内の Picea krÎ， 林分はíT); 8lklの二とくだあり，このうち特に被~I_!~の著しい林》は 1 _. Jl, 111, 

lV, Vlである。これらH分のl既袈を針í~ 5 表に示し， さらに活者ーらが調査にm手した1947年以時19均年・まで

の発生状況をtß6 夫に示した。

Table 5. 被=jJ:M水分の羽~t'~

Olltline of the injured stand~. 

Area I Nu山r of 
Itrees(195 

Remarks 

0.52 7 1 晋

O. .1 5 .1 0 5 

0.07 62 

2 7 .1 As ~e~l~ pl,:'lnted ~~uc~s_ w~re killed 
0.4 2 ~" partialy by frosts 1917・ 1918， th色 empty

1 6 1 places were filled up with fir. 

Thinin話 was carrid out in Jllly 1952 

by Dr. KAWADA. 

Since these neighbouri!1[; stands have 
been shown a similar course of injury, 
we deal with them as the same sta!lc1. 

VI 11913  0.05 150 

なおp 調査から除外さ:!Ltこ万cea 属の林分の被害につL 、て概怖を記せば次のごとくなる。

第 11本分に隣接するパラモミ (Picca 戸o!ita Carr.)，オウシユウトウヒ (Pic己a excelsa Link.) およ
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びモリゾダトワヒ (Picea Morinda 

Link.) の混拓、林の被告の消長は第

1 i本分に近似し，節目林分 の東

南方に回状に生立するヒメパラ モミ

(Picea Maximowiczii Regel) の

それは第E林分と同機て:.V> る。第JI[

林分とこれに接するニグラトウヒ

(Picea nigra Link.)の被告経治は

ほほ同ーであり ， 111督下 の (Picea

Morinda Link.)および tiw林分の

Picea excelsa Link. P. ρolita Carr. 

の被害は軽微である。ヤツガタケト

Table 6. 主要林分における被告発生紅泊

History 01 infestatio!1 in the 巴X丘mined

stands c1uring recent s邑V邑ral year3. 

1947 1948 1949 19ラ0 15万 l 1952 1953 
Stand 

十 +付 +十十工 tinct 

J1 +ti 州 十 ++ 

lli +十十 tI十 十 十

IV 
Inc1is-

++ ++ ++ 十十十 十H 十+

vl 
Inc1is-

十十 十11 H十 十H
tinct 

From the obs巴rvat ion injuries are divicl;;c1 into -4 

c lasses ﾍrOll1 n�rInal (ー) to heavy (併〕

ウヒ P. kOya1叫ai Shirasawa， チョウヒンノぐラモミ P. koraiensis Nal;a i ，シトカトウヒ P. sithensis に

はまだ発生を見ていなレ。

なおp 被告初期には林持、およひ

認めることができる。

試験地の位置と気象状況の概要

本試験地の所在地は ク lif'馬県佐氷1品怯井田町大字横川宇小根山で (前橋営林同;前梅営林署管内)， 信越

線横川騨から凶北徒歩40分の箇所にある。同地は恥氷山塊が関東平野に伸びる先端D丘陵上に位置する。

第 7 表に造林事該所の炎剃から1946年 6 月 ないし翌年 5 月 までの気象状況の概要を示す。

Table 7. 気象

Climatological data. June 1946-May 1947. 

Mean ternperature of month. (C) 

1 ]1 

-0.2 -2.3 

]l[ 

2.3 

lV 

9.3 13.8 19.2 22.7 22.7 18..4 13.1 

Maximum temper且ture oﾍ month. (C) 

V VJ VlI 

8.8 0刈 10.7 

Vlll lX X year 

10.2 12.7 12.9 

1y V VI Vll vill lX X XI 却 year

25.6 23.1 30 ラ 33.4 29.4 27.3 24.5 21.0 1351 34.4 

1 rr Jl[ 

Minﾌrnum temperature of month. (C) 

1 rr m lV V vl 刊四1 lX X XI XII I year 

-9.4 -12.7 ー7.8 -3.1 ー0. 3 8o 15.6 17.6 10.6 ー0. 4 ーO. 7 ー7. 9I -12.7 

Mean humidity of month. (%) 

[ II TI[ 

71.0 69.0 66.0 

IV 

66.0 

V V[ 羽1

78.0 87.5 90.0 一世
間一

l世1

89.0 

lX 

87.0 
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Mean temp己rature of underground 10cm. in depth. (C) 

1 II JI[ lY V VI VII VIII lX X XI XII I year 

0.4 0.3 3.7 11.1 15.1 21.6 25.2 25.2 21..1 16.0 10.0 2.''1 I 12."/ 

Precipitation (mm) 

I E Jl[ lY V Vl 羽1 VIIl lX X XI X1I I year 

~2. 7 30.3 32.9 日 8 25.1. 9 80. 8 3ω7 .159.9 136.9 1.15.8 38.0 33.01 1ω7 

し一一一一」一一」一一一一一
Fig. 8 ~A:!~湖水の概設

Outline of stands experiment巴d.
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防除試 験

1. 殺虫剤によ る防除試験

有機合成殺虫剤の l出現と撒布告非共の改良けづ従来耐難視されていた森林苦手虫の楽河j駆除に対し希望をも

たせるにL イこった。筆者等は外国脳傾組放試験林とし、う I1守~事悩ー1" にある当被害林に対 L，当時市飯され

ていたDDT， BHCの各もg陀形態につき効果試験を試みた。すーなわち， 1948年にはDDT ， BHCの本害

虫に対する最低有効濃度および有利な使陀形態を決定するため，=ßti地において若干の室内試験を行った。

ついで1949年アオツグマシン併用動力抑粉機を購入するに及んで，同年および1951年に施楽として薬剤撒

布を実施することができたので，その結果をも合わせここに取り踏めた。

(1) 室内試 験

被害材、に薬剤を撒布する|際，対象とする害虫は， 直接殺虫剤に接血iJl死する場合じ英国，小校その他の

撒布面に接触して鑓死する場合とがある。特に体、積の幼虫のように互いに吐糸をもって巣房を共営し，そ

のJ=þに群接するような場合は， JilÝ布した薬剤が直接虫休に接触する機会は非常に少ないので， 後者につい

ての試験を欠くことができなくなる。したがって， 本試験においては， _r.誌のニつの場合せ想定し両者を分

隊してDDTの使用形態による効力差，および効力の雌雄差，老幼差を検討することにした。

A. 成虫に対する殺虫試験

虫休に直接撒布した場合の殺虫効民

供試薬剤

DDT  /]¥. 手口 剤 三共株式会社

DDT  松仮泊乳剤 三井化学薬品株式会は

DDT  エステノレ乳剤 東亜農薬捗式えU

供試虫数

成虫IfbtU11，各10頭

試験プJ法

薬液を虫体に一様に接触させるため，あらかじめJ Þl怠したオウシユウトウヒ校条に所定後度の楽淡を撒

布しこれに成虫を放ち，さらに背面から小塑噴慈1震をもII閉して虫体が一様に湿るまで充分撒布した。 f散布

後 1 頭ずつ|馬断飼育して:ÝE虫数の地加を認めなくなるまで 2 時間ごとに観察した。殺虫率は対照区の供試

虫の生死を考慮にし、れた Abbot 2) の補正式をもって算出 した。

%
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試験結呆

試験の結果を第 8 表に掲げた。

本試験に採用したDDTの各使用形態ならびに濃度範閣では， 明想的条件ドで撒布した場合でもタ 満足

すべき効果を挙げ得ないことがわかる。~毛剤に対する抵抗力の此jj /(j l;をはかなり明らかでq 雄に t:; 1，.，、て劣る

ことは注目に価し，この傾向は特に水和剤区に顕著にみられる。
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Table 8. 成虫にDDTを直接抗日布した場合の殺虫率

Perc巴nta"e mortality of adults sprayed directly with DDT. 

ぃ、 F冶rms of DDrr 1 UT  ++...,'h. l..., ~"'T~ ， ~1 ，.，_..... n!.~~. ~:1 ，.，_ _..1~! ，.，_~ て ~'V"H~ V<  ~.~. Wcttable powder Pine oil emulsion Ester emulsiOIl 
¥¥ 一一一一一ー一一一一ーー←ー
、'\Concent四tion% I 一一 一一一{"\ 1 1¥ /1C ", {"', 1 

\ド三二二一 一 O. 1 O. 05 O. 01 1 0.1 0.05 0.01 1 0.1 0.05 0.01 

Hours after -'''. Sex I ~ " + ,, 1 + + n n I \て I ô 中古♀古♀ I ô 早 3 早 3 平 I ô 早色平古平treatment '---_一一 1 ~ , 1 ~ ~ , 1 

1 0 110.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 0.0υ心 0.0 0.0 0.0 0.0 130.0 0.030.0 0.0 0.0 0.0 

3 0 133.3 0.0 0.0 0.0 0.0 O.O! 11.1 77.733.3 0.044.4 0.0166.6.1-1..188.8 +4.-1 11.1 0.0 

6 0 177.'( 0.022.2 0.022.2 12.5155.588.866.666.677.733.3177.788.8100.077.766.555.5 

Jl\和剤 0.1%雄区では舵布後 8~1心蒋聞に箆死しはじめ， 60時間後に77.7%の殺虫率を示したが，これ

に民し，雌においては効ぷは認められなかった。またタ 0.05烏， O. 心日19b の在濃雲度では t雌耽J持雄t裳主札L 、すずφjれLにもほとんど

効泉はなL 、、o 1王根泊￥乳L到剤j区ではj雌雌科雌自による殺虫主率葬の差に一一.tlIi し 7た:.:1何E頃l什|

iLjt印0.0目1%雄区では 8~1O~時i均?同後に抑i凶d坪'，ll はじめ， 1ロ2~1凶6日時与[ド問iU叩[日j後にLい、 fたこつて鋭死しはじめたO 以との結烈か

らみて松根治乳剤jは/]\.手 1月lに此i践してよい結果が期待できる。エλテノレ弘首IJO.1%雄， 0.05% ß;f l 阪では揃

布後 6 ~~ 8 時間で鎚死しはじめたが.， d惟の場合には12~-14時間後にはじめて~死虫が観察された。 0.01%

地院は24~26時間後に， ~~l区は38.- ，1む日計十日後に免死虫の免生をみた。

撒布団に接触した場合の殺虫効果

供試薬剤 lìíj現に同じ

供試虫数 JìÎj!Jlに同じ

試験方法

所定濃度の薬i夜を関半かu-:に初判J してやや乾燥後J これがiS;肢の内出に料j附けし，この!ドに成虫を 1 !�1j 

ずつ放って 1 時開放置したυ したがって，この間Itl(虫は自にJ散祈汀店に桜rY!ll していたことに/工る υ 処m!後の

成虫は別の骨法に入れ換え， ${虫数の増加を認めなくなるまで 411:Ili\Jこーとに観察した。この 1M]，特に水分

などを与えなかった。

試験結果

試験結果を第 9 表に示した。

雌の致死速度，箆死主容はともにM[iに比較して低L 、ことが住 LI される O すなわちク水来日剤の場合向島工 2 時

i品雌は50持間後に銘死しはじめ，松根泊乳斉IJでは維は 4時f~tJ，雌は2C時間タエステノレ乳剤では局的主 8P寺

|尚，雌は48時間後にそれぞれ路死しはじめた。

Table 9. 撒布団に成虫を接触させた場合の殺虫率

Percentag，ヨ mortality of adults kept in contact for one hour with the surface 

treatecl with DDT. 

¥h -hmsdDDT|  ぐ…-Jwettable pow�r O. 1 % I Pineoil emulsion 0.1% I Ester emulsion O. i % 

Hours after- '-" Sex 1 一一一一
t;;at~~~t .~-----=:_ I 0 ♀ i Ô 早 J3 平

τ一 Iーヲj;;- tF 1 40・ o 0・ 0 l 163--下7
4 0 50. 0 0.0 50.0 10.0 :30.0 O. 0 

8 0 66. 6 11. 1 77. 7 11. 1 77. 7 11. 1 

1 1 0 87. ラ 44.4 87.5 33.3 100.0 11.1 
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110時間後の殺虫率は水不:11芦IJ，松根首I1乳剤聞には大差はなL 、。エステノレ乳剤の場合，維に対しては 100

%の効果を認めたが，雌に対してはいずれの処理区よりも低く，わずか11%で、あった。しかし，供試虫数

が少ないためp はた して他の形態と比較して差があるか否かは疑問で、ある。

B . 幼虫に対する殺虫効果

虫休に直接t散布した場合の殺虫拶j栄

供試薬剤成虫のE震に同じ

供試虫数 3 齢幼虫 15互11

試験方法

5~6 齢幼虫 15頭

撒布方法は凶虫の場合に同じ。虫体に楽液封散布した後， 未処盟のオウシユウ トウヒ校条に放ち， 9t虫数

の増加を認めなくなるまで 2 時間ごとに観察した。

試験結果

試験結果を節目表に掲げた。

殺虫剤に対する幼虫の抵抗ブ」は齢数が加わるにしたがって泊大する種類が多いので， このようなfお京を

殺虫剤によって駆除する際には9 若齢期を選ぶを有利とする。本幼虫の場合もDDHこ対する抵抗力は高

齢期において大なる結J誌を得た。

すなわち，松根11砕し剤 0. 3， 0.1%液を直接虫休に撒布した場合， 3 齢幼虫は12~18時間後に焼死しはじめ，

36時間後に77~85%の殺虫~~を得た。しかるに， 5~6 齢幼虫に対してはほとんど効果は認められなL 、。

Table 10. D D T を幼虫体にほ接撒布した場合の殺虫率

Percentage mortality oﾍ larvae sprayed directly with DDT. 

~よぽ竺竺竺~I Wettable powder 1 Pine 凶四時ion Ester emulsion 

'\.."-, Concentration % .--~ _ !一一一一 ! 「一一一 I-_~ -1 
\ぐ〆υ . 3 1 O. 1 1 O. 3 1 O. 1 1 O. 3 1 O. 1 

" Instar _一一 1 1__ 1 一一一」一一一一一 l 一一一一
\、 日一 1 " 1 

Hours after treatment 3 5-6' 3 5ー叫 3 5-61 3 5-6' 3 5-6¥ 3 5-6 

1 2 , 0.0 0.01 0.0 0.0113.3 O.O! 0.0 0.0: 0.0 0.01 0.0 0.0 

1 8 '26. 7 O. 01 6. 7 O.α67. 7 0.0146.6 O. 0!33. 3 0.0126.7 0.0 

3 6 23. 1 6・ 71.10. 0 0.0176.9 13.0:84.7 6. 7i66. 7 13.0;86.7 6.7 

エステル乳剤 0.3， 0.1%) 3!愉幼虫の場合は13-18時間後に純死しはじめ， 36時間後に67~87%の殺虫

主容を得た。しかるに， 5~6 齢乃高齢幼虫にはほ とんど効果は認められていない。水利剤の殺虫率は他の

楽剤に比較してきわめて低L 、。

t散布面に接触した場合の殺虫効果

供試薬剤前記各種

BHC水不日剤 鐙ケ淵化学工楽株式会社

供試虫数 3 齢 幼 虫 20liJi

4~5 齢幼虫 20頭

試験方法

あらかじめ間意したオウシユウトウヒ校条に所定機皮の来泌を撒布しァ乾飯、後これに幼虫を放ち，前同

様観察して姥死虫を記録した。
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tIt!i険給;.t~

試験結;!.l~を第11夫に尚げた。

3 tlit :í9J!Uに対する DDT.j公根ìlll￥L剤。エステノι 乳剤. JJ，;fn月IJ の 0.3%の殺虫効)Jは大きく，エステノL乳

到の100%をはじめとし. 11llによt し効~~の劣る/k手lI:i'J に;fùL 、てもがJ78%の殺虫率を示したυ0.1%の低濃度

でも松根ì'r1l乳首1]. エステノレ乳剤は70%以ヒの殺虫主与を示すが， JK和剤では25%の低率で，水草fJ剤は手l到lに

J'jることがここでも明らかで‘ある。

Table 11. jj~1lj国に幼虫を桜町!Ilさせた場企の殺虫半

Perc己ntage mortality of larvae kept in contact for an hOllr with the surrace 

treated with DDT and BHC. 

1 Þorl11s~of J)ïiI;T--~~DDT~---I~~--DDT~--- - DD'1' BHC 

"" BHC I Wettable powcler I Pine oil emulsion I Ester emlllsion I Wettable powder 
Concentration9lal n ';} n f r¥ '.) I� t A 'J A f I 一一 (UI 0.3 0.1 0.3 0.1 0.3 0.1 0.3 0.1 
\一 Instar 刈 I--~- --~I 一 一一一!

Hours , I ~ ~ ~ ~! ~ ~ ~ rl ~ r ~I 2¥ I 3 .1-5 3 4-51 3 -'1-5 3 4-51 3 4-5 ::l .1-51 3 .1-5 3 4-5 aftertreatment¥1 ~ . - . -1 ~ . - ~ . -1 ~ . - .' . -1 

1 8 15.0 0.0 5.0 0. (,120.0 0.025.0 ('.0115.0 0.0 5.0 O.ι1 0.0 5.0 0.0 0.0 

36 120.0 5.3 15.0 0.01'う5. 0 0.0 40. 0 O. Olso. 0 0.0 60. 0 O.ι115.0 15.8 15.0 0.0 

60 177.8 ラ.3 26.3 0.0183. 3 0.0 73.3 O. む 11∞ 0 主8.7 88.9 0.0166.7 16.7 15.8 0.0 

楽剤処J;fl!後路死虫の発生する時fUJは13-18蒋tUJで. 3 形態同一傾向である。

4-5 齢の高齢幼虫に)ò.tしては，エステノレ乳剤JO.3% 区において多少ガμJIが認められるほか，各使JtlJ[:;

f11'<，各自警皮区ともにほとんど効果は認められなL 、。 BHCJK和創はむとiI笠 0.3% が 3 齢幼虫に対し多少殺虫

効瓜を示すほ力、他はほとんどタ~*はない。

動力撒粉険{Jf:] I] フオツグマシ ν iJJ.!凡!の際、の殺虫効以

林地に発生した2吉虫を薬剤撒布によって防除する際，そのガj県に1'JI当b らの生ずることが鮮比智内に、|司っ

ている。その原凶として考えられるものには，一つは出虫自体にある場合，すなわち;1:1虫の Hitや生活IfQ等:

の泣であり， 1山は樹屑1. 抗菌t_. 林分のWSl!.見などH分の Ij~容に起凶するもの，さらに地形気象などに労科さ

れる場含などがある。したがって，試験としてはこれらを糾析する方向をとるべきで、あったが，対象林分が

外国樹時総裁試験林とし、う特殊な存在意義をもつため，平合、に被告Jを除く必現にせまられ，そのためほと

んど益段試験なしに施楽として楽剤撒布を実施せざるを得なかった。しかし，作業のかたわらできるたけ

資制の蒐集に努めたが，何られた結ぶは満足のゆくものでないことは当然である。

1949, 19511'日年に，主としてmll ， 111 , VL1〆，f~~j に対し楽剤l'iUlîを実施した紡月じ効米に対するー人ー体;の傾向

合把握し得たので，あえて取り齢:ウてみた。

噴口からの距雌殺虫率

試験目的

撒布点から栄房まで、のg_E燥の差が， :í9J虫の殺虫率にいかにj~評するかを知るのを目的とした。

伊、試薬剤U BHC粉剤 (80.5%) 三共株式会社

BHC ベシゾ戸ノし溶液 (1 %) 共立農機株式会社

供試虫主主

2ii房~単位としてその "1'で食害中の幼虫:l~f:ltを校こe と凝集し・そのまま試験に供した。したがって，供討

*主として 3 齢
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虫数は各区具なるが，その数は40'~5011J!の範囲内にある。

試験プ~'11ミ

試験方法としては，動力t!日粉機，フオヅグマシ ν*を水平に保 b 全廻伝し--ruC¥ [:1 から5m， 10111 の問所

に前記巣房を置き，流出する粉剤または煙室主の流れに1C~-15秒!IIJあてた。処空E後@供手t虫を雰内におL 、て

観察した。

試験結果

試験結果を第 9 図に掲げた。

鯉室主剤; 5111 の距隊では・~日社i後日時間でEO%:エ痢痔し、 20%は立さ死した。 20~.30時間後には何%以と

の殺虫三容を示した。この間快復した個体は全く見あたらなL 、。

10mの距|縫では 5 時間後にけ、90%の幼去に系労jを認め， 20%け 22死した。残りの10%には効果は認めら

れなL 、。 15持Ii.'tj後もほほ同じ状態を保ったが， 15-20詩間後にíìíi記 ll'f揮した個体のうちで一部は快復し・

一部が築死した。 30時間後には快復した個体.麻揮した個体はそれぞれ20%で， 60%の殺虫率を1-Hた。

粉剤 ;5mの問機て、は 5 時[1m均三印%:'蘇事Í/-し， 40q.Gの殺虫三千Zな符た。この状態は15時間後までつづき， ]5 

~20蒋間内に前記蒜揮した

個体のうち全数の10%:土快

復， 10%が持死した。 30待

間後の調査で、は快復する {Wl

体はなく，麻向した個体

のうち半数は挺死してー 70

%の殺虫率を1-'Jtニ。 10m の

箇所では 5 時間後7こ麻梅田

9~，殺虫率10%、効'*を認

められないものは25%であ

る。 15時間後には全供試虫

の25%タすなわち航Lf!Ì~虫の

約半数が依復した。 20時間

後の殺虫率は50%で. {l!!の

50%は完全に快復した。

!Z) 林内試験

1957年 7 月.害虫の発生

が依然1日1吸をさ'わ，1) て L 、た

3fl!I, 11[, vHl:分に対し卦:河l

を î1\7布した。 撒布にささーだ

ち樹幹に巣房を釣 r+)'，措

* 2.0馬}J 共立政機株式会社
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1rî後それらの死虫本をぷj資し，これを指標とし℃楽

刑l'iWtrîの効~~， t散布楽斉IJのかたよりなどを判定した。

1951年 7 IJ 713 

節目材;分

DDT粉剤 (2.5%) 反当り 9k日oh 試!~~ fiiJ 
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1I :Jt'J.了 d

試験[

撒 11J 林分

東llli農業株式会社

1-2 t!it幼去が最も多く. 3 ~ìt 幼虫の令附

幼虫を若干合む。

試E食/_， 'D
D1rectlon of du.stlr.g. 

i'f~ 10 悶のごとく 9 ;4ブの試脱水をほぼ等間隔にìN
Fig, 10 試験木のi"fr:it'è~

Location of trees treat巴 cl wi h DDT 

clust (2.5%) 90 kg. per hectare. び，各試験木上に.地 U:~-Sm ， 11-12mの2 的所に

金t.17J (15 メヅシ〉に人)， 1.1こ巣m'~設l;~~ L ~前記長)J)J1i~粉1竣合{史川して抑ヂ'cîL f:ふ

試験結来

試験結;J~を第 12 表に拘げた。

地ヒ8-9m， 11-12mの 2 点に配置した幼虫の殺虫率Table 12. 

Mortality of the caged larvae locatecl at two points， 8-9m. 日nd 11-12m. in height. 

山田 examined 1 2 3 4 ラ 6 7 8 9 

Percent mortality 18-9(m>|loo-O loo-076.7loo-Oloo-03.61∞.0 52.1 1∞.0 
(at 50 hours 日fter [U "':"':'1 
treatment) [11ー12(m) 1.9 39.1 lCO.0 44.4 32.7 13.7 16.7 5.9 100.0 

上司のn~!n主，討をただ 1 [I-q撒布した本処町としては， 8-9m!こおける殺I比率はほぼ満足しうる結;J~であ

るが. 1l-12mの悩所の殺虫三容は著しく低下している。 1散布時の観察によると， tl白粉椴の凪庄が10mj)íií~

で急激に低下するため， 1l~12m の(1;:所に到7告する芸:~_;立は巣房内幼虫の投手E点にヨミらないもののようであ

る O すくなくともこの場合使!日した濃度で、は，吸口から奔H\

する流れの，.þ;にある巣房にのみ，満足のゆく殺虫率が期待でき

る。また，林内を折返しf散布をする場合l士， rrl1粉機の始動点お

土び折返しri'R~土きわめて高L 、殺虫E容を示すか，またはその逆に

たり，撒布地に非常にむらの生ずることがわかる。

1951年 7 刀 711JI 験試

出口林分撒布林分

DDT (10%ぺ γ グ{ル溶液〉反当 11 1. 7l 供試薬剤

共立農H~株式会社
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試験方法

1"f'; 11 図のごとく林縁 6 箇所に 6 本の試鈴木をえらび， j'!IJ 

_]; 2m の問所に金網に入れた巣房を1{同ずつ設置し，林縁から

VI St.ana 7)ト

4-5m の至近距燥でf散布したの撒布1 :-~伸:諒t土充分に林内およ

Fig.11 試験木の間fE図
Location of trees treated 

with DDT fog. 
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び，情端にまポj止した。

試験結果

試験結果を節目表に掲げた。

ここに{加iJした使!日形態ならびに濃度では‘力、ような至近距r)J~カ通らt散布したにも力、かわらず，期待した

!H-結果はねられなカもった。

地ヒ 2mに配Eをした幼虫の殺虫率Table 13. 

Mortality of the caged Iarvae Iocated at 2m. in height. 

1 2 34  5 6 …e引刊……nn叩n吋1
1 234 ラ 6 Iarvae used in a 

single experiment 
Percent mortality 
(at ラo homs after I 30.0 100.0. 25.0 43.9 37.8 35.7 I 

treatmeηt) 

Trees examined 
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1951年 7 月2C 日JII 験試

出VI~本分撒 1tl 林分

BHC粉司IJ (0.5%) 民当 i) 7 kg 供試薬剤

東illiH主薬株式会討

3~-4 齢幼虫の Hit附

試験刀法

第 12 図のごとく林内 6 岱所に試験木をillび，各試験木につ

き地と1.5 m. 4 m.. 6 m の 3 箇所ずつぎ~?:悦に入れた~m5;を配
八

程し， ~司[;縁からg内に向 1-)-1 間撒布L た。

r::-ｭ
Stand '71. 

Fig.12 試験木の間限図
Locat~on of tre巴s treat巴c1 with 

BHC c1l1st (0.5%). 70 kg. per 

hectare 

試験結ぷ

試験結来を針í~ 14 夫におげた。

撒布宇~ìrJ市に j{~，~lll ~ 2 m のl誌があったため，粉河IJ\士 {;;':ìl l'iす

ることなくよtili剣山知時間に飛散してしまった。 j散布効果につい

てはほとんど鈍仔虫はなし 24蒋間後に節14表によLるご k き殺

虫率を得た。これは~;JJ:1与した殺虫率よりはるかに低らこの場

合イ史閉したイ必liJ}f5)1B.総オi丑および気象条件下では努jぷに担待はもてな\.、。

4m. 6mの 3 点に設置した幼虫の殺虫~.s地主1. 5mTable 14. 

Average number of 
larvae l1sed in �. 

single experiment 

467 

338 

35ラ

Percent mortali'tyJ 1. 5 (1吋
(at 50 hours aft-:4. O. 
er tr巴atment) !6.0 

Mortality of the caged laTvae located at 1. 5m 4m anc1 6m in height. 
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ライムによる成虫の捕殺2. 

A. ライムの調整

ライムの入子・不可能の際なので司当研究宗で創製したものを使用した。本芦IJの処方およひ‘調製ブ~.~釦士次の
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J公 附 15gr

ごとく δ ちるが.' ì、I~)kにあえば著しくダ~ Jj ど減fる欠点がある。

トリモテ 3:;r モピーノレ泊lJ 15cc 

松HEに熱を加えて燃融し.これにモピーノレ11Uを刀11え充分間持して力11熱--:(.1 1:め，さらにトリモチを加え関

l'けMる。この際過熱する主粘性は著しく減少しもHllに別えなくなる。

B. 成虫の附諮成ÍÉfI

1N9 年 6 月 11 日午前 9 時ないし 10 時 30 分に第!lq本分の一部に 15 本の試験木を選び，これにライ

ムを塗布し，午後 4 時に附荷数を司，':Ift した(鉛 15 表〕。 休の一宮1\にライムが附j百して飛湖 Jjを失ったJi乙

虫は，地上に孫寸、しやがて鎚死する。続死体の附j互には峨玄iが多数析がり，これらヵ;51 き去った個体も中11

当あるようである。歓祭によると，雌もかなりの~I~朔)jをもち，試験医外からヲ氏来した個体も予想外に多

く，その後保 I}Jの林水はPÇ!Iトと r"-l以の被;f?を受けーた。

Table 15. ライムìJill見守 ì':tによる成虫の抗桜数

Number of 蘚lllts capttrrecl the Iime bancl. 

NlIn加 of acllllts captu吋 011 山 Iime
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3. 防除法に対する考察

幼虫に対する薬剤撒布は抵抗力の劣る階化直後から， 3 齢主での期間に実施するのが有利である。一般

に山林では水干IJの(更が怒ら粉剤を佼nlすることが多L 崎、今!T1;使用した濃度では充分な効果をあげ待な

いことヵ:判った。したがって，効来を日めるためには捜皮を日め撒布量を増すべきである。その後の実地

試験によってDDT粉~lj5%，またはBHC移指1]1 %を反当り 7~10kg のf散布によって効栄をあげること

ができた。さらに Picea lff\の獄冠は針葉が腎で‘薬剤の透過がきわめて不良なうえに，幼虫ば蚊妹巣ょうの

巣房を共営してその申に1tY践するため，虫件に薬剤が直接接触する概会は少ない。これらが薬剤の効力を

低下させる原岡になっているようであるのしたがって，充分な効~::をあけごるに?士， f散布回数を増しすくなく
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とも 2~3rfjlの1)日布を行うべきである。このようにしても 10m以ヒの高さ，または惨問符な林分における

殺虫率は低く，充分な効以にJY'N_:-をもてない場合がある。抗告布時期をllX虫拐に選ぶことも考えられるがp

本害虫の産卵白rÎj期聞が聞いので，好機を逸することがあるので注意を要する。 PWJJ聞にt散布することも一

応考えられるが，この点については調査を欠く。

ライムによる成虫の1í1ì殺については飛朔jjíjの足場となる下草漆木等を刈り払った後，松j幹にライムを塗

布すれば占lì毛>t~:は増加するものと，回、われるが，本訟はすくなくとも林分単位に採]1] しなげれば場I~~を挙けご

得。ない。

摘要

1. 本;戸内告はlÌÍî ii:;営林望小限Ili林業試験地の PiceaJm植裁林に発生した，オオアカズヒラ夕、バヲ CeρJza­

lcia isshikii Tàkeuchi に関する生態調査ならびに防徐試験の結果を取り趨めたもので、ょっる。

2. 本簡は北海道， {fH!~ (本州〉以外に採集の記録はなかったが， 1851年 8 月と民地(長野〉に才山、て 1

lïJ1の雌を匂，さらにlSM年 8 月， I日軽井沢(長野〉において多数の幼虫を得た。 Pice旦属の分布する地

プjで、は，今後採集される公算はきわめて大きし、。

3. !}/i，:i;JJ虫， ll~弘氏虫の各n主について形態!ての記載企なした。なお，雌1土体;畏 15mm，開張記7mm ， /:-jfi 

は体長 13 mm，開張主3mm. îif.部、脚タ腹部の色彩の相違により符瓦に区別でさ '80

4. 1 年に 1 ilti\:を紛争泊する。成虫は f 月初旬より発生，目frDl;薮は45粒前後， ~貯化率は約印%， :i;JJJJ.の力[j

答期は 6 月下旬なし、し 7 月下旬の約 1 カ月にわたるの老主主幼虫は 7 月下旬ないし 8 月上旬にtf~房から伝

搭して表土中に1[1} 1) ，翌年に至る。越冬幼虫の齢は 5 ・6 齢の両者が観察される。的fじ期は 5 月中旬，問

期間は約 2 )[~11~n， t山 l:~-に潜入した幼虫の!耳目化率は 4~16%である。

5. '/.径三1:幼虫は樹冠の投影内.~ biミさ 1C-20 cmに多く.火山際府内には位息したL 、0

6. 本簡はよ手tl:生舶をなし，これからm1じした幼虫は 5 齢で表土I-Hこ潜る。

7. 幼虫はハリモミ属 CPicea) 以外は食害しない。

8. 天敵として有力な周知は Bacillus sotto Ishiwata. Isaria spp. Tachinidae spp. などでァ 4~J:l':-老

熱幼虫においては B. sotto の寄生率が最も高い。

9. DDTを[戊虫体に直接撒布した場合も，接触面に撒布し間接に虫体に薬剤を接触させた場合も， !LjÞ.上

り IhltのブJが抵抗力は大である。

DDT松根日IJ乳苅IJタエλテノレ手L河lの 0.1 ， O. G5, O. c1 %各液を成虫にj散布した場合， 60 時間後にお

けるそれぞれの効別には白書度差は判黙としなL 、。これはここにもëm した俊皮iJlliT1:Iでは，殺虫率に影科を

及ぼす因子が，必ずしも濃度だけでないことを意味すると想われる。

水草日月jの効果は前記 2 種に比較してはるかに劣る。

10. DDTに対する幼虫の抵抗力は 4 齢以後は著しく増加する。したがって，薬剤撒布は腐化直後カら 3 齢

までの幼虫を対象とするを有利主ずる。

11. DDT松根泊説斉IJ，エステノレ乳剤，水手口斉lJ?) 3 使用形態が幼虫タ成虫にあたえる殺虫効呆を比較した

場合，ブ'k和斉IJ最も劣り，エステノレ乳河~，松根I出現河jはともにすぐれているが9 エステノレ乳剤の万が効果

大である。

12, DDT松根?出現剤.エステノレ手L斉IJ 0.1-C.3 %は，成虫および 3 齢以下の幼虫に対しI主主ま撒布した場
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合も， tZ触函に fif広抗日布の場合も相当高L 、殺虫Z容を何られるが 100 %7F減させることはできなし、。

13. DDT粉剤 2.5%，または BHC Î))剤 0.5%を動力îl日粉険を使用して撒布する場合(反当り 7-9 kg) , 

明口から奔出する粉河!の流れのなかにある幼虫のみに対 L努J来が知;{';1 される。 11 mþ)._，!:，.の高所に棲息す

る幼虫に対しては，今1 1' 1使用した動力撤粉険で 1 fí 'Ïの j散布では充分以邦政ミはあげ促ない。撒粉機の始動

点，折近し点では，殺虫率にむらが生じやすし、ので注立してt散布する合~する。

14. 雌もかなりの~IU~:JJを有するのでァライム遮断;去を採Jllする場合11ヲg刻の足場となる濯木ァ雑草を除

去する必要がある。

15. 以にの防除法から実施可能とおもわれるブ~.~舎について考察した。
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Plate 1. 

A. 成虫 U~) (Female>

B. 成虫(雄) (lv.ale) 

c. 1;)/l (Egg) 

D. 幼虫 (Larva , lateral aspect) 

E. 踊 (Pupa ， ventral aspect) 

Plate 2. 

図版説明

(Explanati� of plates) 

A. 雌虫および陛下された1;)[1 (Female and dipositing egt(s on the leaves) 

B. 幼虫によって作られた巣房(若令幼虫) (Nest built by immature larvae) 

C. [司

D. 工I活 (Earthen cel1) 

Plate 3. 

(老令幼虫) (Nest built by mature larvae) 

A. BHC粉剤撒布状況 (BHC Dusting) 

B-D. 被笠』林分 (Norwy-spruce stands injured) 
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